　　城陽市今池校区社会福祉協議会会則
（名　称）

第1条 この会は、今池校区社会福祉協議会（以下［本会］という）と称する。
（事務所）

第2条 本会の事務所は、当面会長宅に置く。
（目　的）

第3条 本会は，今池小学校区を単位とする地区に設置し、城陽市社会福祉協議会（以下

〔市社協〕という）と協力して地域住民の福祉と健康を増進させることを目的に、校区
　　内における福祉・保健・医療・教育問題等の把握・啓発・各種団体・関係機関との連
絡調整及び問題解決のための各種社会福祉事業を企画実施する。
（事　業）

第4条　本会は、第3条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1) 校区内の福祉・保健・医療・教育問題等の把握、住民への啓発
(2) 校区内の各種団体・関係機関との連絡調整
(3) 校区内の福祉・保健・医療・教育問題等の解決のための具体的事業の企画実施

(4) 福祉委員、ボランティアの養成、研究及び活動の促進

(5) 市社協事業への協力

(6) 共同募金運動、歳末助け合い運動、日赤城陽市地区事業への協力

(7) その他、本会の目的達成のために必要な事業

（会　員）
第5条 本会の会員は市社協会員のうち本会校区内に居住する会員をもって会員とする。

（校区社協委員）

第6条 本会に今池校区社協委員（以下[社協委員]という）85名以内を置く。社協委員は次に掲げる組織、団体、個人の中から、それぞれ関係者の協議を経て会長が委嘱する。委員の任期を原則として2年とし、再任を妨げない。

２　欠員の補充により就任した社協委員の任期は、前任者の残任期間とする。また社協委員は任期満了後も、後任者が就任するまでその職務を行う。

(1) 校区内住民組織　

自治会、女性会、商工会議所、地域ボランティア組織、その他

(2) 社会福祉専門機関・団体
　　　　民生児童委員、社会福祉施設、福祉委員、技術ボランティア組織、その他

(3) 当事者組織・団体

　　　　高齢者クラブ、一人暮らし高齢者の会（削除）、障害（児）者団体、一人親家庭団体、高齢者介護（家族）の会、その他
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(４)　関連分野団体

　　　　　　社会体育振興会、医師会、歯科医師会、薬剤師会、学校（小中高）、ＰＴＡ（小中高），子供会後援会、青少年健全育成組織、コミセン運営委員会、その他
(５)　本会の活動推進に必要な個人

　　　　学識経験者、地域福祉活動経験者、その他

３　原則として社協委員は、市社協のボランティアに登録するものとする。

（幹　事）
第7条　本会に幹事若干名を置く。幹事は、社協委員総会で選出する。幹事の任期は原則として２年とし再任を妨げない。
　　２　欠員の補充により就任した幹事の任期は、前任者の残任期間とする。また、幹事は任期満了後も後任者が就任するまで、その職務を行う。
　　（役　員）

第8条　本会に次ぎの役員を置く。

会　　長　　　1名　　　　　　副会長　　　2名

事務局長　　　1名　　　　　　会　計　　　1名
庶　　務　　　2名　　　　　　幹　事　　　若干名

　　２　監査は幹事会で推薦し、校区社協委員総会で承認する。　　
　　　　　　監査　　　　　2名　　
　　３　本会に顧問・相談役をおくことができる。
（役員の任務）

第9条　役員の任務は次の通りとする。　　　　

(1) 会長は本会を代表し、総括する。

(2) 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは、これを代行する。

(3) 事務局長は本会の事務を総括し、会務を処理する。

(4) 庶務は本会の庶務を処理する。

(5) 会計は本会の経理を処理する。

(6) 幹事は幹事会に出席し、本会の事業を分担し推進する。

(7) 監査は本会の経理を監査する。

　（会　議）
第10条 本会の会議は次ぎのとおりとする。

(1) 校区社協委員総会
(2) 幹事会

(3) 専門部会

2 校区社協委員総会は会長が招集し、議長は委員の中からその都度選任する。この総会は、年1回以上開催しなければならない。

3 幹事会は会長が招集し、議長は会長が努める。

4 専門部はその都度部長が召集し、当該事業について審議する。部長は必要により役員の出席を求めることができる。
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5 校区社協委員総会及び幹事会における議案は、出席者の過半数以上の同意により可決する。可否同数の場合は議長がこれを決する。

（専門部）

第11条 本会に次の専門部を設置する。
(1) 広報部

(2) 福祉事業部

(3) ボランティア部

(4) 福祉ネットワーク推進部

　２　専門部は社協委員及び社協委員選出母体関係者により構成し、各部にこれを総括する部長を置く。
　３　部長は幹事がこれを努める。

　４　専門部に関する事項については、別に定める。

　
（経　費）
第12条　本会運営に関する経費は、会費（当面は市社協よりの分配金）、市社協補助金、委託金、寄付金、事業収入、その他の収入をもってこれにあてる。　　

（会計年度）

第13条　本会の会計年度は、毎年4月1日より始まり翌年3月31日をもって終わる。
第14条　会長選出については次の通りとする。
(1) 会長候補者の選出については、委員会を設置する。

(2) 推薦委員会の委員は、校区自治会連合会会長、今池地区民生児童委員協議会会長
　　 社会体育振興会今池支部長、青少年健全育成市民会議今池校区会長、今池コミセ　　　

　 　ン運営委員会会長、校区高齢者クラブ連合会理事、校区社会福祉協議会事務局長、

　　各団体７名にて推薦委員会を組織する。

(3) 会長の選出については、立候補又は幹事会において取り決め、推薦委員会に報告する。
(4) 推薦者が多数の場合は、推薦委員会で審議して選出する。
（委　任）
第15条 この会則の改廃は、社協委員総会の議を経て定めるものとする。

　付　則　　　
１．本会会則第６条（３）項の当事者組織・団体「一人暮らし高齢者の会」は実体がないため削除する。この会則は、平成２８年４月１日から施行する。

２．本会会則は平成7年、平成８年、平成９年、平成１１年、平成１８年、平成２０年、平成２５年、平成２７年に改正。
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